
住民の助け合いによる生活支援活動事業
（助け合い活動事業）

の取組実績と課題検討について

大阪市福祉局高齢者施策部 資
料
７



考え方

○ 団塊の世代が75歳以上となる平成37年（2025年）に向け、ひとり暮らし高齢者や夫婦のみの高齢者世帯、認知症高齢者の増

加が予測される中、高齢者が要介護認定に至らず元気にいきいきと生活できるよう、介護予防活動を推進する必要がある。

○ 高齢者が何らかの支援を必要とする状態となった場合でも、その方の状態やニーズに合ったサービスが提供できるよう、多様な主体によ

る多様なサービスを充実し、サービス選択の幅を広げる必要がある。

○ 介護予防と社会参加には強い相関関係があることが証明されつつあり、社会参加・社会的役割を持つことが生きがいや介護予防に

つながることから、「高齢者の社会参加を通じた介護予防」を推進することが重要である。

○ 地域の元気な高齢者が、生活支援を必要とする高齢者に対し、自身の生きがいづくりや介護予防のために生活支援活動を行う

（生活支援の担い手としての社会参加）ことにより、地域における住民相互の助け合いの体制づくりを推進する。

○ 介護保険制度の持続可能性を高めるためには、介護人材の不足への対応を考える必要があり、介護の担い手の多様化を図ることが

重要である。

そこで

地域の高齢者が、生活支援を必要とする高齢者（要支援１または
２の方等：利用者）に対し、自身の生きがいづくりや介護予防のため
に生活支援活動を行う。
（要支援１または２の方等への訪問型サービス（総合事業）のひとつに位置づける。）

「住民の助け合いによる生活支援活動事業」

事業内容

【活動者】 社会参加による生きがいづくり・介護予防
【利用者】 生活の質の確保・向上
【地 域】 住民の助け合い活動の推進による住民相互の

助け合いの体制づくり（地域づくり）

事業目的
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生活支援活動

生活の質の
確保・向上

生きがいづくり
介護予防

地域づくり

利用者

活動者

１．助け合い活動（モデル）事業の概要
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平成30年７月から２事業者でモデル実施開始
平成30年10月から１事業者追加

実施時期 実施地区単位

1日常生活圏域（地域包括圏域）以上で受託事業者が設定
区域全域に至らなくても複数区にまたがっても可

活動者

大阪市在住の65歳以上（市介護保険第1号被保険者）
かつ「大阪市介護予防ポイント事業」の参加登録している方

活動内容

① 買物（日常品の買物）、掃除（居室内の掃除、ゴミ出
し）、洗濯（洗濯機による洗濯・乾燥、取入れ・収納 など

② 買物同行、通院同行、薬の受取同行 など
③ 上記とともに行うその他の生活支援活動（話し相手、電球

交換、植木の水やりなど）【介護保険外のサービス】
※ ③の活動内容は①〜②の合計時間を超えない範囲で活動

可能

受託事業者

社会福祉法人 東成区社会福祉協議会（東成区全域）
特定非営利活動法人 フェリスモンテ（生野区全域）
特定非営利活動法人 エスペランサ（住之江区南港地域）

受託事業者の業務

① 活動者と利用者ニーズとのコーディネート業務
② ケアマネージャーと連携したケアプランの確認による他の訪問型

サービス（総合事業）との重複利用防止の管理
③ 活動者の活動実績に応じた介護予防ポイントの管理・報告
④ 活動者向け交流会・研修会等の開催など、活動者の活動

意欲向上に資する取組み など

活動者への謝礼（1回あたり）

利用者負担 100円＋介護予防ポイント 600円（６ポイン
ト） 計 700円
なお、介護予防ポイントは1月あたりの換金上限を設定
60ポイント（6,000円） /月

活動者の保険

「大阪市介護予防ポイント事業」の登録者として、大阪市が
市民活動保険（損害賠償責任保険・傷害保険）に加入

利用対象者

要支援１または２の方等で、住民相互の助け合いの活動である
ことを理解している方

利用回数等

月8回まで（1回概ね60分以内）
※他の訪問型サービス（総合事業）との併用不可

利用者負担

利用1回あたり 100円 （利用時払い）

社会参加による生きがいづくり・介護予防

生活の質の確保・向上

１．助け合い活動（モデル）事業の概要



２．助け合い活動（モデル）事業の取組実績

○活動者確保のための取組み

（１）東成区【大阪市東成区社会福祉協議会】※平成30年7月開始
・活動者研修会の開催（H30.８〜９月開催）

「きづくちゃん」会員向け講座 ３回（24名受講中 21名登録）
新規登録者向け講座 １回（６名受講中 ３名登録）

計 ４回（30名受講中 24名登録）
・「きづくちゃん」会員のつどいを活用した会員への周知
・会報「きづくちゃん通信」を活用して会員に周知・啓発

（２）生野区【特定非営利活動法人フェリスモンテ】※平成30年7月開始
・活動者研修会の開催（H30.８〜12月開催）

介護予防ポイント事業登録時研修との共催 ２回（21名受講中 17名登録）
助け合い活動のみ単独開催 １回（１名受講中 １名登録）
小地域（小路地域）での単独開催 １回（５名受講中 ２名登録）

計 ４回（27名受講中 20名登録）
・小地域活動（ふれあい喫茶等）での広報・周知
・居宅介護支援事業者連絡会で利用者とあわせて活動者についても紹介依頼

（３）住之江区南港地域【特定非営利活動法人エスペランサ】※平成30年10月開始
・活動者研修会の開催（H30.10〜11月開催）

介護予防ポイント事業登録時研修との共催 ２回（27名受講中 25名登録）
・法人の自主事業としてのイベント・教室等での広報・周知
・小地域活動（ふれあい喫茶等）での広報・周知

4活動登録者数 ３事業者合計 ７７名（平成31年2月末現在）

など



○利用者確保のための取組み

（１）東成区【大阪市東成区社会福祉協議会】※平成30年7月開始
・居宅介護支援事業者連絡会を通じてケアマネジャーへ周知
・ 「きづくちゃん」会員のつどいや会報「きづくちゃん通信」を活用して会員に周知
・自立支援型ケアマネジメント検討会議で利用ケースについて紹介（H31.１月）

（２）生野区【特定非営利活動法人フェリスモンテ】※平成30年7月開始
・居宅介護支援事業者連絡会を通じてケアマネジャーへ周知
・生活支援体制整備事業協議体の中で区内地域包括と情報共有
・ブランチ連絡会や地域共生ケア推進委員会等で周知
・小地域活動（ふれあい喫茶等）での広報・周知

（３）住之江区南港地域【特定非営利活動法人エスペランサ】※平成30年10月開始
・ケアマネジャー研修会で説明・周知
・小地域活動（ふれあい喫茶等）での広報・周知
・地域内の居宅介護支援事業所のケアマネジャーに個別に説明・周知
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利用者 １名

利用者 ４名

利用者 ２名

２．助け合い活動（モデル）事業の取組実績

利用者数 ３事業者合計 ７名（平成31年2月末現在）



※活動意欲があるのに活動の機会が確保されず、活動意欲の低下を招くおそれがある

３．助け合い活動（モデル）事業の現状と課題

① 助け合い活動（モデル）事業の実施にあたっては、「住民相互の助け合いの仕組み」の受

け入れられやすさを考え、これまでにヘルパー等のサービス利用をしたことのない新規サー

ビス利用者を主たる利用ターゲットと想定し、ケアプランを作成する地域包括支援センター

や居宅介護支援事業所のケアマネジャーに対する事業の周知・広報に力を入れてきた。

② 既に他の訪問型サービスを利用している方について、助け合い活動事業を合わせて利用で

きないかという相談が居宅介護支援事業所のケアマネジャーから地域包括支援センターや

受託事業者に複数寄せられているが、他の訪問型サービス（介護予防型訪問サービス、生

活援助型訪問サービス）は月額包括報酬制としていることから、助け合い活動事業（利用

回数の上限：月８回）との同月内での併用はできない取扱いとしている。
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活動登録者は着実に増加している一方で、利用者の増加が進まない

１月間の全てのサービス提供を、助け合い活動事業で対応することへのケアマネジャー
の不安感から、新規利用者の利用が思うように進んでいない。

既に他の訪問型サービスを利用中の方から助け合い活動事業の利用ニーズはあるが、既
に使っている訪問型サービスと同月内で併用できないことで、助け合い活動事業を使い
たくても使えない状態となっている。



４．助け合い活動（モデル）事業の課題対応（案）

① 助け合い活動事業を利用することへのケアマネジャーの不安感を払しょくし、

新規でサービス利用する要支援者を助け合い活動事業の利用につなげるため、

助け合い活動事業の利用ケース事例を取りまとめ、各区居宅介護支援事業者連

絡会等を通じて情報共有するなど、引き続きケアマネジャーに対する周知・広

報に努める。

② 既に他の訪問型サービスを利用している方でも、助け合い活動事業による生活

支援活動の提供を受けやすくするとともに、サービス選択の幅を拡げるため、

当面、モデル事業の実施期間中に限り、助け合い活動事業と介護予防型訪問サー

ビス又は生活援助型訪問サービスを、同月内で併用できるようにする。

 介護予防型訪問サービス及び生活援助型訪問サービスの報酬単価について、原則はこれまでどおり月

額包括報酬としつつ、助け合い活動事業と同月内で併用する場合のみ、利用実績に応じた回数払いを

選択できるよう、新たに回数払いの報酬単価を追加する。（※ただし、週２回超は対象外）

 回数払いを選択できるのは、要支援認定区分等にかかわらず、１月当たりの利用回数の上限が助け合

い活動事業の利用と合わせて８回までの場合とする。
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○助け合い活動事業の利用者数の増加
○活動の機会の増加による活動意欲の低下抑制
○住民相互の助け合いによる地域づくりの推進



４．助け合い活動（モデル）事業の課題対応（案）
① 助け合い活動事業の利用ケース事例まとめ
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○ 利用者 男性（85歳） 要支援２（認定 H30.07.28〜H31.07.31） ひとり暮らし

【本人の意欲・意向】
・ふらつきやしんどさを無くして、一人で外出（通院・買物等）
できるようになりたい

・買物に一緒に行ってもらえるとありがたい
・自分でできることは行っているが、家事全般がしんどくなってきた

ＡＤＬ 状態 特記
起居動作 自立 立ち上り時に支えが必要

移乗 自立
移動 自立 時々ふらつきがあり不安定
食事 自立
更衣 自立
排泄 自立
入浴 自立
整容 自立

その他
H30夏、暑さで体調不良になり食事が思うように
摂れず体重減少

ＩＡＤＬ 状態 特記
電話 自立
買物 一部支援 思うように足が運ばず重いものを持ちにくい

食事の準備 自立
自身で炊飯
時々近隣の薬局で菓子パン購入

家事 一部支援
できる限り自分で行うが、家事全般しんどくなっ
てきている

洗濯 自立 自分のペースでゆっくり行っている
移送 自立

服薬管理 自立 声掛けを行う
財産管理 自立

その他
声が出しにくく他者との交流が億劫なため、外出
の機会が減少【基本情報】

・うつ、高脂血症、不眠症で近隣の医院に自身で通院中（２週間に１回）
・ほとんど外出せず自宅で過ごしている
・週１回は買物に行くが、しんどくなってきている
・夏の暑さで食事が思うように摂れず、体重が減少し筋力が低下している
・転倒や歩行に不安がある
・ひとり暮らしで近所付き合いもなく、閉じこもりがちになっている
・集合住宅の高層階に居住している（エレベーター設置あり）

【助け合い活動事業】
活 動 者 女性（84歳）
活動内容 買物（同行・代行）、風呂掃除、話し相手（１時間） ※活動者は一人の方に固定している
利用者の声 ボランティア（活動者）さんが同い年のため話が合い、言葉もよく出るようになった。

買い物依頼も次回分を伝えており、支援時間をうまく使えている
掃除全般ほぼ自分で行えているが、浴室掃除はお願いする事がある。来てもらってよかった。
ボランティア（活動者）さんが来てくれるのを楽しみに待っているが、同い年のため、いつまで来てもらえるか心配だ

活動者の声 活動する日はきちんと身なりを整え、洋服にも気をつけ、相手に失礼のないように心がけています。気持ちに張りが出ました

【その他】
・ひとりで買物に行けなくなっていた利用者さんが、頑張って以前のようにひとりで買物に行き始めた

【支援計画】
（フォーマル等）
・買物の代行・同行（利用者の状態に応じて変更）や浴室・トイレ等の掃除を「助け合い活動事業」で支援（月８回）
・必要に応じてケアマネジャーから服薬の声掛けなどを行う（随時）

（インフォーマル・セルフケア）
・近隣の医院に自身で定期通院を行う（１回／２週） ・日々の簡単な調理は自身で行う（毎日）



＜想定事例＞ ひとり暮らしの75歳の男性（要支援１：利用者負担割合１割）

○しゃがんで行う風呂やトイレの掃除ができない。
○屋外で転倒の不安があるため、買物に困っている。
○月１回の近隣の病院受診に付き添ってほしい。（※生活援助型訪問サービスでは対応できない。）

○買物（代行）を１回減らし、月１回の通院同行を「助け合い活動事業」に切り替える。
○通院同行の復路に、一緒に買物をして帰る（買物同行）ことにより、１回減らした買物（代行）を補う。

また今後、全ての買物（代行）を段階的に買物（同行）に移行することを目指す。

利用しているサービス 具体的な内容 利用頻度 利用料

生活援助型訪問サービス 風呂・トイレの掃除 週１回（月４回）

生活援助型訪問サービス 買物代行 週１回（月４回）

保険外サービス 通院付き添い（院内含む） 月１回 全額自費

1,956円

＜報酬単価改正（案）＞

週１回程度 12,988円 (1,168単位) 2,957円 (266単位)

週２回程度 25,965円 (2,335単位) 3,002円 (270単位)

週１回程度 9,785円 (880単位)

週２回程度 19,560円 (1,759単位)
生活援助型訪問サービス

サービス区分 利用区分
報酬単価

月額包括報酬（現行） 回数払報酬（案）

介護予防型訪問サービス

2,446円 (220単位)

利用しているサービス 具体的な内容 利用頻度 利用料

生活援助型訪問サービス 風呂・トイレの掃除 週１回（月４回）

生活援助型訪問サービス 買物代行 月３回

助け合い活動
通院付き添い（院内含む）

※復路に一緒に買物をして帰る（買物同行）
月１回 100円

245円×7回＝1,715円
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計８回／月

計８回／月閉じこもり予防に向けたプランの見直し

４．助け合い活動（モデル）事業の課題対応（案）
② 他の訪問型サービスとの併用可～回数払いの報酬単価の設定
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ご意見（主旨） 本市の考え方

高齢者は話し相手として適任である。助け合い活動事業の概要に「話
し相手」と明記してほしい。

活動内容に「話し相手」を追記する。

「話し相手」として、要支援の人だけでなく要介護の人も利用できるよう
にしてほしい。

現在、総合事業（介護予防・生活支援サービス
事業）の枠組みの中で実施しているため、対象は
要支援の人のみとなっている。しかし、「話し相手」と
いうニーズはこれまでも聞いているので、上記と異な
る形での実施について検討したい。

５．介護保険部会・保健福祉部会での委員意見及び本市の考え方

【介護保険部会（平成31年2月13日開催）】

ご意見（主旨） 本市の考え方

ボランティアは遠慮される方が多い。まず頼るのは家族、次に公的サービ
スである。受入側の理解（受援力）を高めていく必要がある。またコー
ディネーション力を高めていくことも重要。

今後、利用者側となる住民に対する周知啓発等
について、取組内容を検討する。

要支援の人以外の利用については、上記のとおり。
ボランティア活動をする側がよくても、受け入れてもらえない。「たのむ・た

よる」ということが認知されていない。もっと安易に利用できるシステムを
作ってはどうか。

日本人は家に人を入れるのに抵抗がある。要支援となる前から（自分
に余裕があるうちに）利用できればよいのではないか。すぐには進まないと
思うが、大事なことなので、意識を醸成していくための取組みが必要。

高齢者実態調査の中でこの事業の認知度に関する質問を入れてはど
うか。

現在は、3地区でのモデル実施のため、高齢者実
態調査での質問にはなじまないと考える。全市展
開の際は、項目追加させていただきたい。

【保健福祉部会（平成31年3月11日開催）】
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※サポート型訪問サービスの表記は省略しています

介護予防型訪問サービス 生活援助型訪問サービス
住民の助け合いによる

生活支援活動事業（モデル事業）

目的

【利用者】
○要支援状態の維持・改善
○要介護状態になることの予防

【利用者】
○生活の質の確保・向上

【利用者】
○生活の質の確保・向上
【活動者】
○社会参加による生きがいづくり・介護予防
【地　域】
○住民同士の助け合いの地域づくり

内容
○訪問介護員による身体介護・生活援助 ○研修修了者による生活援助 ○介護予防ポイント事業の活動登録者による

　生活援助（保険内）・生活支援（保険外）

対象者
（利用者）

○要支援１・２の方
※認知機能やコミュニケーション能力の低下
　が認められる方、身体介護が必要な方など

○要支援１・２の方等
※左記対象者以外の方

○要支援１・２の方等
※認知機能やコミュニケーション能力の低下
　が認められない方

サービス
（活動）
提供者

○訪問介護員 ○生活援助サービス従事者養成研修修了者など ○介護予防ポイント事業活動登録者
※大阪市在住の65歳以上かつ
　本市介護保険の第１号被保険者

利用頻度
○要支援１　週１回又は２回程度
○要支援２　週１回又は２回程度又は２回超

○要支援１　　週１回又は２回程度
○要支援２等　週１回又は２回程度又は２回超

○要支援１　　月８回まで
○要支援２等　月８回まで

利用者負担 ○原則１割（一定以上所得者は２割・３割） ○原則１割（一定以上所得者は２割・３割） ○１回当たり100円

報酬単価等

（月額）
　週１回程度　12,988円
　週２回程度　25,965円
　週２回超　　41,188円

（月額）
　週１回程度　 9,785円
　週２回程度　19,560円
　週２回超　　31,024円

（１回当当たり）
　　700円（活動者への謝礼）
（内訳）利用者負担　　　　100円
　　　　介護予防ポイント　600円

（参考）現在の訪問型サービスの類型別の概要


